
様式１

河東郡上士幌町東3線２３７番地
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（上士幌町） 〔H31.2.1現在〕

〒080-1408

　上士幌町教育委員会

　℡01564-2-3024

①　航空路線 帯広 空港 まで 84

②　Ｊ　　Ｒ 駅 まで

③　バ　　ス 停留所 まで

施　設　等 種　　目 使　用　料 設　備　等 そ　の　他

宿　泊　施　設　名 収容人員 宿　泊　料　金　（1泊2日） そ　の　他

〔注1〕 「利用可能な施設等」は受け入れたい競技について、各施設ごとに主な概要を記載してください。
〔注2〕

〔注3〕 施設までの地図については、観光用パンフレットなどのカラー版を添付してください。
〔注4〕

実施可能な
合 宿 スキー

照 会 先

地理的条件 帯広から北方向に位置し、車で70分で到着する。

気 候 寒冷

市町村まで
の交通手段
(中心部まで)

①
ぬかびら源泉郷スキー
場

スキー
リフト代
２，５００円／日

高速４人乗リフト３基
高速２人乗リフト１基

②

③

④

⑤

糠平舘観光ホテル ３３４人 ５，８００円（税込） ２食付

糠平温泉ホテル ６０人 ５，８００円（税込） ２食付

山の旅籠　山湖荘 ３０人 ５，８００円（税込） ２食付

ペンション森のふくろう ２１人 ５，８００円（税込） ２食付

ひがし大雪ぬかびらユースホステル ２３人 ５，８００円（税込） ２食付

助
成
制
度

なし

地
域
の
Ｐ
Ｒ

ぬかびらとは、アイヌ語で「人の形をした岩」という意味です。大正８年、湯元館の初代経営者、島隆美さんが大雪山の原生林の中に温泉を発見しました。その後、
道路が整備され、昭和９年には、１５軒の宿が軒を並べる湯治場としてにぎわいを見せたものです。まだ、ダムも鉄道（士幌線）もスキー場もない時代から、ぬかび
ら源泉郷は道東屈指の温泉場として栄え、現在の温泉街を形成してきました。ぬかびら源泉郷旅館組合では、温泉街を森に復元しようという運動を柱とし、新しい時
代の「癒しの温泉地づくり」に向けて源泉かけ流しをキャッチフレーズに進めています。
　「人の形をした岩」から「癒しの宿のある場所」へと“ぬかびら”は変わります。

「主な宿泊施設」とは、公共施設やホテル、旅館等を指し、団体で宿泊可能な施設の収容人員、宿泊料金
について記載してください。

前回の同様の調査から様式が変わっていますので、ご注意ください。
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